「体積」（６年）

大島・柳井・熊毛・光地区　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
Ⅰ　課題
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算数で「考える力」を育む

～子ども一人ひとりが自分の考えをもつ授業の工夫～

Ⅱ　課題について

　算数で「考える力」を育むためには、授業の中で課題意識をもち、意欲を持続させながら学習に取り組み、表現方法を工夫して子ども同士で交流し合うことが必要であると考える。１時間の授業の見通しが持てるように課題を設定し、算数的活動を取り入れることが学習意欲の持続につながる。自分の考えは、言葉、図、式などで表現することで確かなものにすることができ、それを子ども同士で話し合って考えを練り上げていけば、考える力は伸びていくであろう。

　子ども一人ひとりに自分の考えをもたせるためには、個の学習の時間を確保するとともに、それを充実させることが大切である。そのためには、既習事項が生かされることに気づかせたり、具体物を準備してその操作活動をさせたりするなど、教師が適切な支援をすることが必要である。また、他者との関わりを通して、自分の考え方を確認したり、修正や補強したりしながら、自分の考えをさらに高めることができるように時間を確保することも大切である。
Ⅲ　指導案　
第６学年　算数科学習指導案

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　指導者

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　光市立光井小学校

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６年２組担任　湊谷道彦

１　単元名　　体積

２　単元について

本学級の児童は、算数学習に目的意識をもってまじめに取り組み、できる喜び、わかる喜びを感得して、今後の学習に意欲をもって取り組もうとする児童が増えてきている。数量や図形についての知識・理解力に優れている児童も多い。操作活動を取り入れた学習には興味をもって取り組み、それを基に学習を進めると考えやすいようである。既習内容を基に自分の考えを筋道を立てて説明する児童や、それを真剣に聞き、自分の考えを深めようと努力する児童がいる反面、自分の考えがもてても、それをわかりやすく筋道を立てて説明することができない児童が多い。また、算数に対して苦手意識があり、自分のやり方に自信のもてない児童もいる。
　　　これまでの学習を通して、児童はかさや面積の普遍単位については理解している。面積については、その意味を理解したり、正方形や長方形、三角形などの面積を公式を用いて求めたりすることのできる児童は多く、それを応用して複合図形の面積を求めることも概ねできる。体積については、三次元の広がりがあるが、操作活動を通して直方体や立方体の求積については理解できるであろう。立体の学習では、見取り図や展開図を描いたり、方眼紙で立体を作ったりと、楽しんで取り組むことができた。しかし、空間認知の難しい児童もおり、見取り図にお
いて、垂直や平行な辺がとらえにくく、実物と対応させながら確認するとやっと理解できた。今回も、見取り図では複合立体を切り取ったとき、縦、横、高さの長さをとらえにくいことが予想される。　　　

　　　これまでに児童は、３学年でかさの単位ℓ、㎗、mlを知り、測定の仕方や意味を学習してきた。４学年では、二次元の広がりとして面積の学習を行い、面積の単位㎠、㎡、㎢を知り、正方形や長方形の求積をし、５学年では、４学年での面積の学習を基にして、三角形や平行四辺形、円の求積について学習してきた。
　　　本単元は、もののかさも面積などと同じように、単位の大きさを決めるとそのいくつ分として数値化してとらえることができるなど、体積の意味、その単位㎤、㎥や測定の意味を理解し、直方体や立方体の体積を求めることができるようにすることを主なねらいとしている。

　　　学習の中で、１㎤の立方体を積み重ねて直方体や立方体を作ったり、体積の大小を比べたりする活動を行うことは、量感を育てることにつながると考えられる。また、具体物を操作したり、図に描いたりして考えることができるので、自分の考えを筋道を立てて説明する力を育てるのに適している。

　　　そこで、指導にあたっては、つぎのような点に留意していきたい。

　　○　四角形の複合図形の面積を出すために、図形を分割したり付け足したりするという既習事項をプリント学習などによりしっかり定着させてから本単元に入る。

　　○　１㎤の立方体の積み木を積んだり、積み木の数を数えたりするなど具体物を用いた活動を取り入れ、量感を大切にして理解させていきたい。
　　○　実際に１０００㎤の直方体や１㎥の立方体をつくる活動を通して、体積の量感をしっかり養うようにする。

　　○　一人ひとりの児童に自分の考えをもたせることができるように、操作して考えることができる具体物、既習事項と結びつけた学習プリントなどを用意したヒントコーナーを設ける。

　○　自分の考えや思考の過程を記入することのできるワークシートを準備し、グループ内や全体の場の発表ではそれを使って説明させていく。

　　○　説明が苦手な児童のために、模型を準備しておき、自分の考えを説明する時に使用させ、自分の考えが伝わるようにする。

　　○　友達との交流によっていろいろな考え方にふれ、自分の考え方との相違点・共通点を見つけたり、わからないところは質問したりするようにして、考え方を確かなものにしていく。

　　○　既習内容を掲示しておき、常に振り返ったり、学習の補助として活用したりすることができるようにする。

３　目標

　○　単位となる大きさのいくつ分としてものの大きさを数値化することのよさがわかり、進んでこれを活用しようとする。【関心・意欲・態度】

　○　直方体や立方体の体積公式を考え出したり、これを活用して簡単な複合図形の体積の求め方を工夫したりすることができる。【数学的な考え方】

· 直方体や立方体の体積を公式を用いて求めることができる。また、複合図形の体積を求めこ

とができる。【表現・処理】

· 体積の意味や求め方、体積公式の意味がわかり、単位㎤、㎥を知る。【知識・理解】
４　学習指導計画（１０時間）
	小単元
	時
	　　目標
	主な学習活動
	評価規準

	直方体・立方体の体積
	１
	直方体と立方体の大きさ比べを通して、体積の概念を理解して、単位㎤を知る。
	①　直方体と立方体の大きさ比べをする。

②　体積の用語や単位㎤を知る。

③　１㎤の立方体を積み重ねた図形の体積を求める。
	○　直方体と立方体の大きさ比べをしようとする。（関）

○　体積の概念、単位が㎤であることがわかり、直方体や立方体の体積を積み木のいくつ分で求めることができる。（知）

	
	２
	１㎤の立方体の並びと数に着目することを通して、直方体や立方体の体積を計算で求める方法を考え、公式をまとめ、公式を用いて体積を求める。
	①　１㎤の立方体がいくつ分あるのかを考え、それをもとに公式を導き出す。

②　直方体や立方体の体積を公式を用いて求める。
	○　１㎤の立方体の並び方から辺に着目し、公式を理解することができる。（知）

○　直方体や立方体の体積を、公式を用いて求めることができる。（表）

	
	３
	　１０００㎤になる直方体の入れ物の形を色々と考え、実際に工作用紙を使って考える。
	①　体積が１０００㎤になる直方体を考える。

②　工作用紙に展開図をかき、直方体を作る。
	○　１０００㎤になる直方体の入れ物の形を色々と考えようとする。（関）

○　縦×横×高さが１０００になるようにそれぞれの長さを決めて、直方体を考えることができる。（考）

	大きな体積
	１
	㎥の単位を知り、直方体や立方体の体積を求める。
	①　１㎥の立方体がいくつ分あるのかを考え、㎥単位の直方体や立方体の体積を公式を用いて求める。
	○　体積の単位１㎥の意味がわかる。（知）
○　㎥単位の直方体や立方体の体積を求めることができる。（表）

	
	２
	　１㎥と１㎤の単位の関係を理解する。
	①　１㎥と１㎤との関係を調べる。

②　１ｍの棒を使って１㎥の立方体をつくる。
	○　１㎥＝１００００００㎤であることを理解することができる。（表）

	体積の求め方の工夫
	１
	　分割したり補ったりすることを通して、直方体・立方体の求積公式を使って、複合立体の体積を求める。
	①　複合立体の体積を直方体に分けたり、継ぎ足したりするなどの工夫をして求める。
	○　自分の考えを友達に説明したり、友達の考えを参考に自分の考えをもとうとしたりする。（関）

	
	２
本

時
	いろいろな複合立体の体積を求めることを通して、簡単な直方体と立方体にみなして体積を求めるよさを味わう。
	①　いろいろな複合立体の体積を直方体に分けたり、継ぎ足したりするなどの工夫をして求める。
	○　自分の選択した複合立体の長さを決めて、直方体を考えることができる。（表）
○　簡単な直方体と立方体にみなして体積を求めるよさを味わうことができる。（関）

	
	３
	体積の公式を使って、辺の長さが小数値の場合の直方体や立方体の体積を求める。
	①　辺の長さが小数で表された場合の体積を計算で求める方法を考える。

②　１㎤の立方体を積み重ねた図形の体積を求める。
	○　辺の長さが小数値の場合の直方体や立方体の体積を求めることができる。（表）


	
	４
	練習問題をして、直方体・立方体の体積の学習の習熟を図る。
	①　練習問題をする。
	○　学習したことを生かして問題を解くことができる。（表）


５　本時案（第３次　２/２）

(1) 主　眼

　　いろいろな複合立体の体積を求めることを通して、直方体と立方体にして体積を求めるよさを味わう。

(2) 準　備

複合立体の模型、複合立体の見取り図（掲示用）、掲示用カード、ワークシート、電卓

(3) 展　開
	過程
	学習活動・内容
	教　　師　　の　　支　　援

	（み）　

見

通

す
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す

る
	１　本時の課題をつかむ。

· いくつかの直方体に分ける

· 直方体と立方体に分ける

· 大きな直方体から欠けている部分を引く
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２　取り組んでみたいコースを選んで体積を求める。
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　　ア

　　　　　　　　　　　２種類
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　　イ

　　　　　　　　　　　２種類
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　　エ　　　　　　　　
	○　前時に求積した複合立体を示し、３つのパターンで求積したことを想起させ、求積方法を掲示する。

○　本時で求積する複合立体の３倍の大きさの模型を４種類提示し、これらの体積を工夫して求めていこうと投げかけ、学習の見通しをもたせる。
○　課題の選択については児童の判断に任せる。自己選択の難しい児童には教師が助言する。

○　コース別（４コース）に複合立体の模型を置いたテーブルを用意しておき、自分が選んだコースに行き、そこで複合立体の求積をするように指示をする。

○　模型には長さが記載されていないことを伝え、必要な長さを自分で測定するように指示をする。測定が困難な児童には１ｃｍ方眼が示してある模型を渡す。

○　ア、イのコースには複合立体を２種類置いておき、形が同じでも求積方法がいろいろあることに気づかせる。

○　自分が選んだコースの複合立体の求積ができたら、他のコースの複合立体についても求積するように指示をする。

○　自分の考えを明確にするために複合立体の見取り図をかいたワークシートに必要な数値や図をかき入れ、自分の考えを整理し、式で求めさせる。

（評）　課題意識をもって、意欲的に取り組もうとしているか。

○　分割したり補ったりできる複合立体を置いたヒントコーナーを設け、いつでも活用できるようにしておく。

○　正しく求積できた児童の考え方を認め、意欲

　化につなげる。
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（い）　

生

か

す
	　

３　コース別に求積方法について話し合う。

　ア　いくつかの直方体に分ける

　　　１つの直方体にする

イ　大きな直方体から欠けている部分を引く

　　　１つの直方体にする

　ウ　いくいつかの直方体に分ける

　　大きな直方体から欠けている部分を引く

　エ　２つの直方体に分ける

　　　５つの立方体に分ける

　　　直方体と立方体に分ける

４　学習のまとめをする。

· 凸型

· 凹型

· Ｈ型

· ＋型


	○　６種類の複合立体の体積を黒板に掲示しておき、必要に応じて見ることができるようにしておく。

（評）　複合立体を直方体や立方体の和や差、一つの直方体にすることを考えるなどして求積しているか。

○　自分が求積したコースでペアをつくり、自分の考えた求積方法を、模型やワークシートにかいてある見取り図を使って説明させることで、自分の考えをより確かなものにする。

○　ペア学習の後、求積方法の説明に自信があるコースに行くように指示をする。そこで求積方法について話し合うことによって、人によって色々な考え方があることに気付かせ、お薦めの求積方法を選ばせる。

○　４つのコースのお薦めの求積方法についてそれぞれの代表者に全体の場で発表させることで、形の特徴によってお薦めの求積方法が同じだったり異なったりすることに気付かせる。

○　４つのコースの複合立体の求積方法を聞く中で、どんな複合立体でも直方体と立方体にして考えることで求積できることに気付くように板書の工夫をする。

○　コース別に求積方法についての気づきを書かせた後、数名に発表させる。
（評）　どんな複合立体でも直方体と立方体にして考えることで求積できることに気付くことができたか。
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Ⅴ　授業の実際と子どもの反応
	教師のはたらきかけ
	児童の反応・活動

	Ｔ　直方体の体積の求め方は？

Ｔ　立方体の体積の求め方は？
Ｔ　立方体でも直方体でもない立体の体積の求め方は何通りあったかな？
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６種類の立体を提示する。

Ｔ　いろいろな立体の体積を工夫して求めよう。
Ｔ　ワークシートに解き方を書いてください。

　　　　　　　　　　　　　　　　（１５分間）
Ｔ　自分が説明したいところ（コース）に行って，ペアを作って求め方を説明します。納得したらサインをしましょう。今の所で話してもよいし，他の所へ行ってもいいです。（５分間）
	Ｃ　たて×横×高さ
Ｃ　１辺×１辺×１辺

Ｃ　３通り

Ｃ　直方体と立方体に分ける

Ｃ　いくつかの直方体に分ける

Ｃ　大きな直方体から欠けている部分を除く
Ｃ　４コースに分かれて模型を使って体積を求める。ワークシートには自分の考えを様々な表現方法でまとめる。表現方法は以下のとおり。

· 式だけ

· 見取り図に補助線を入れて、式もかく

· 式と文章

· 図と式

· 図と式と文章
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Ｃ　互いに「○番は○×○×○だから体積が○になって…」と説明し合う。

Ｃ　ワークシートや模型を使って説明する。



	Ｔ　自分が自信をもっているコースに行ってください。またはおすすめの解き方があるコースに行ってください。
Ｔ　そこでこのコースのこの求め方がおすすめだという求め方を話し合ってください。


	

Ｃ　それぞれのコースに行き、話し合う。司会者が話合を進める。どのコースも２種類以上の求め方が出され、話合が進んだ。
【プラス型のグループの話合】
Ｃ　ぼくは，プラス型の立体を５つに分けて考えました。はかってみると，すべての長さが４㎝だったので，

　４×４×４＝６４
　６４×５＝３２０
Ｃ　両サイドを切ってたてにもってくる

　　４×２０×４＝３２０

Ｃ　一つの直方体として考えた

　　１２×１２＝５７６

　　４×４×４＝６４

　　６４×４＝２５６

　　５７６－２５６＝３２０

Ｃ　二つの棒から重なっている部分をひく
４×１２×４＋１２×４×４－４×４×５

　　　　　　　　　　　　　　　　　＝３２０

Ｃ　一番やりやすいのは…

Ｃ　○○君の。計算が少ないし簡単。だから速い。

Ｃ　僕は一つの直方体で考えるやり方。引き算があったほうがやりやすい。

Ｃ　やりやすくても，計算が多いとやりにくいよ

Ｃ　僕は両サイドを縦にもってくるやり方。だって一つの式でできるから。

Ｃ　○○君のだって一つの式にできるよ。


	Ｔ　それぞれのコースのおすすめを紹介してください。



Ｔ　立方体でも直方体でもない４種類の立体の体積を求めたね。このような立体の体積を求めるにはどう考えるとよいのかまとめよう。

	【凸型グループ】
一つの直方体にする

Ｃ　両方とも５㎝なので，移動をさせます。

　　６×１３×５＝３９０

いくつかの直方体に分ける

Ｃ　６×３×６＝１０８

　　６×10×５＝３００

　　１０８＋３００＝４０８

【凹型グループ】
大きな直方体から欠けている部分をひく

Ｃ　８×10×７＝５６０

　　10×３×４＝９６

　　５６０－９６＝４６４

Ｃ　中の細かい計算をしなくていい　

【Ｈ型グループ】
大きな直方体から欠けている部分をひく

　７×（3＋４＋２）×10＝６３０

　７×４×４＝１１２

　７×４×４＝１１２

　６３０－１１２×２＝４０６

Ｃ　大きな直方体から欠けている部分をひく

Ｃ　計算が簡単
【プラス型グループ】
一つの直方体にする
Ｃ　４×２０×４＝３２０

５つの立方体に分ける

Ｃ　４×４×４×５＝３２０
Ｃ　直方体に分ける。

Ｃ　立方体に分ける。

Ｃ　一つの直方体にする。

Ｃ　大きな直方体から欠けている部分をひく


Ⅵ　考察
　１　課題の明確化
　　　　Ｌ字型の求積方法について復習した後で、本時で求積する４つの複合立体の模型を提示した。模型という具体物を提示したことで、形が直感的に理解でき、Ｌ字型の求積方法と関係付けてどうにか求積できるのではないかと見通しをもつことができたようだ。また４種類から選択できるということで、能力や自分の気持ちに応じた学習が可能となり意欲化につながったように思う。
　２　個の学習の場の設定

　　　　長さが記入されてない模型を一人にひとつ持たせ、その求積方法を見取り図が描いてあるワークシートに記入させた。ほぼ全ての児童が自分の考えを自分の表現方法で記入できていてよかった。これは、具体物を使っての求積であったことや、Ｌ字型の求積で立方体や直方体に見なして求積したことの学習が定着していたからだと思う。ただ、凸型と凹型は２種類用意していたので他の者と答えが違い、そのことに気づいた児童を混乱させてしまった。２種類の求積をすることで一つの直方体にすることだけを考えないで、「二つに分ける。」「全体から欠けている部分を引く。」ということも捉えさせようとしたのではあったが、児童の混乱に早めに支援を出す必要があった。
　３　他者との関わり合い（交流学習）の場の設定

　　　　発表することや自分の考えに自信をもたせるためにペアで話し合わせたことは、次のコース別の話合学習で活発な意見交流ができたことから、効果的であったように思う。ただ、活発に意見交流がされたため、「お勧めの方法」に至るまで時間がかかり過ぎてしまった。一人ひとりが説明をしていくという形での話合ではなく、コースごとに小黒板を置いておき、それに個人の考えを掲示し、それをもとに話合をしていくようにすればもっと効率的に学習を進めることができた。
この学習では多くの児童が自分の考えを、模型を使ったり、図を描いたりするなど自分なりの表現方法で相手が納得できるように説明していた。しかし、中には自分の考えを理解してもらうことができず、消化不良で終わった者もいた。教師がそれに気づき、その児童の考えを理解して説明すればよかったのではあるが、４コースに分けたということで目が届きにくく、支援することができなかった。
　４　全体発表の場の設定

　　　　４種類の複合立体の「お勧めの求積方法」をその根拠と合わせてコースごとに発表させた。計算が簡単にできることで「お勧めの求積方法」と考えたコースが全てであった。自分たちのコースの求積方法と他コースの求積方法を比べながら聞き、形によって求積方法が違ったり同じであったりすることに気付くことができた児童は、複合立体はどれも立方体や直方体に見なして考えていけばよいことにも気付くことができた。全体発表の場を設定することで、様々な複合立体の求積方法を知り、複合立体の求積方法を一般化することができた。
　５　その他

　　○　ヒントコーナーを設けたことは自力解決の手助けとなり、主体的な学習を活性化した。
　　○　事前に既習学習を復習し、定着させたことにより、課題解決していく中で既習学習と関連させて考えることができ、学習を進めやすかった。

　　○　模型という具体物を使用したことは、見取り図だけで求積方法を考えるより考えやすく、意欲化につながったようである。しかし、模型と見取り図とを合わせて見て求積することや見取り図だけから求積することに抵抗のある児童もいるので、見取り図の見方について指導する必要がある。
　　○　教師用の大型模型をフルに活用すると児童は理解しやすかったのではないだろうか。例えば、交流学習の中で理解に手間取る児童への説明に使ったり、全体発表の場でのコース別の発表などに使ったりすることが考えられた。
　　　　
いろいろな立体の体積を工夫して求めよう。
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